
                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                               

                                     

   エコドライブ推進を目指して､タイヤ空気圧測定を1月30日Ｎサイト駐車場で実施しました｡ 

  測定した結果､全体に空気圧が甘い車が多かったようです｡タイヤ空気圧の基準値は､車によって   

 異なります｡まず､ドアに記載された基準値から確認しました｡基準値に上限はありますが､下の値は 

 記載がありません｡最低限基準値内の空気圧が必要となります｡定期的にタイヤに空気を注入する  

 必要があります｡初めて､タイヤ空気圧測定が必要であることを知った人もいました｡時々確認する 

ようお願いします｡車愛好家はさすがでした｡高めに設定してありました｡次回は組立工場で 行います｡   

 情報誌の佳作入選者お二人に聞きました！ 

     環境問題で一番気になることは､気候変動でしょうか｡この地域でも水害が発生したり､ニュースでも 

１０年に一度の寒波など､将来のことが心配です｡会社の環境目標で取り組んでいることは､エコドライブ 

ですね｡出勤時は､多少遠回りでも､すいている道を選んで燃料節約を心がけています｡趣味で家庭 

菜園をしていますが､腐葉土を作るなど自然に配慮した方法を考えて楽しんでいます｡(ツーさん) 

最近のニュースでは､森林破壊のことが気になりました｡山火事で多くの動植物が住むところを奪われ 

何とか再生して欲しいと思っています｡環境活動で気になることは､エアキャップなど再利用できないか 

考えています｡少しでもムダに捨てないよう心がけます｡今､楽しみにしていることは､子どもと過ごす時間  

です｡近所をお散歩しているとき､この自然を守っていきたいと､保全の大切さを感じています｡(ﾊﾗﾍｺ゚さん) 

全員で安全行動を訓練    

    今年は､初めて訓練に参加する人が多いと感じ､｢初めて防災訓練に参加する      

  方に｣と題したチラシを作成し配布しました｡毎年同じ話しをしますが､東日本大震災に 

  襲われたとき､誰もケガをしなかったことが､その後の避難や復旧活動にも幸いしました｡ 

    まず､災害に巻き込まれたときは､次にどのような行動をとるべきか､瞬時に決断を求め 

    られます｡冷静でいることは､かなり難しいことです｡そのための訓練です｡毎年一回だけ 

    ですが､馬鹿にしないで参加してください｡これからも継続して行います｡ 

こみっとフェスティバルが開催されます 

２月１８日(土)～１９(日)イオンモール水戸内原店１階のメインコートを会場に､第１１回目の 

     こみっとフェスティバルが開催されます｡ここ数年､コロナ感染予防の見地から､オンラインで実施 

したり､昨年は展示のみで､本格的な開催ができずにいました｡本年度は､従来行われていた 

  形式で何とか開催できそうです｡もちろん､感染対策も忘れてはいません｡この大会は､水戸を 

拠点に活動しているボランティア団体と水戸市が協働して行っている事業で､第1回目から 

支援してきました｡地域支援も､多くの要望により活動の一つと捉え､継続してきました｡地域を 

活性化させるために努力します｡よろしければ当日､会場までお越しください｡お願いします｡ 

最高責任者のコメント  

電気使用量がひっ迫している｡生産拡大とともに目標達成が厳しい状況になっている｡ 

最強クラスの寒波の影響や､コロナ対策の必要上､換気徹底など､不安要素ばかり目立つ｡ 

電気使用量の削減策は､毎回同じような対策案ばかりで､マンネリ化している｡決め手に 

なるような対策が打ち出せない｡今回もお願いしたいことは､一人一人の節電意識高揚｡        

地道な努力を積み重ねる以外にない｡無駄な照明消灯､エアコンの温度管理徹底を望む｡ 

２０２２年度環境目標達成状況         

環境目標は､電気使用量 

達成出来ませんでした 

厳しい状況です｡ 

 


